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依頼論文

偶発から産まれる大学と地域の連携
張本文昭
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Abstract

In general, public community partnerships projects at universities often involve agreements or memoranda of 
understanding between the university and municipalities or organizations. 
However, as mentioned earlier, students and teachers can engage with the local community in a timely and 
flexible manner without needing to go through formal procedures. 
As a result, such projects provide an opportunity for partner organizations to address local issues and for students 
to develop civic skills, attitudes, and orientations through the planning and management of these projects. 
Therefore, these projects are mutually beneficial for both. 
On the other hand, these cases present issues concerning the continuity of cooperation. Considering that each 
approach has its own advantages and disadvantages, we believe there are various ways.
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1. 緒言
　筆者は，美術工芸学部と音楽学部，また大学院から構
成される県立の芸術大学に所属している。本学でも地域
との連携を重要視し，これまで継続的に自治体や団体 ･
企業等と連携しながら様々な事業を展開してきた。例え
ば美術工芸学部では学生や教員の作品展覧会を沖縄県立
図書館や沖縄科学技術大学院大学（OIST）において開
催したり，那覇市の大型複合商業施設で作品展示販売会
を開催したりしている。また音楽学部では学生と教員に
よる出張コンサートを沖縄県庁や国営沖縄記念公園（海
洋博公園および首里城公園），また沖縄県立美術館 ･博
物館などで開催している。これらの事業は地域における
様々なステークホルダーと一定の協定などを締結しなが
ら「沖縄県立芸術大学社会連携基本方針」に則して実施
される。そしてそれらの内容は，大学の専門性すなわち
本学であれば芸術にかかる教育や研究の成果を広く地域
社会に還元するものであるといっても良いだろう。
　ところで筆者は，教養科目として提供される健康 ･運
動系科目を担当する体育教員であり，芸術的な専門性を
持ち合わせていないため，大学が公式に展開する地域連
携事業とは直接的に関わることは無い。一方で，自治
体の委員や団体の役員等として，個人レベルでは地域と

の関わりを持っている。しかしながらそういった学識経
験者としての関わりではなく，偶然の出会いや出来事を
きっかけとして，地域連携と表しても良さそうなプロ
ジェクトを学生たちと企画運営することとなった。述べ
るまでもなく，大学教員も地域における市民の 1人であ
り，社会における出来事との関係性や，多様な人脈，ま
たネットワークを保有しているはずである。このような
関わりの中から，偶発的に教員や学生たちと地域との連
携が産まれることもあるだろう。そのような取組では，
新しい “ヒト” との出会いがあったり，“コト” の膨らみ
や発展に立ち会ったりすることになる。この現場に学生
たちが携わることは広く大学教育の一環であると考えて
も良いだろうし，またそれが地域課題解決の一助に資す
るならば，大学の社会貢献にもつながっていくと考える。
　以上のような背景や主旨のもと，本稿は学生たちと筆
者が携わったプロジェクトの実践報告を行うものであ
る。
　事例紹介の前に，本学の特色について少し述べておき
たい。本学は沖縄県那覇市首里地域に立地し 3つのキャ
ンパスを有している。その中心となる当蔵キャンパスは
首里城に隣接する。首里城は周知のように琉球国王の居
城として，また政治や外交，さらに祭祀や文化の中心と
して機能してきた。先述の当蔵キャンパスは，琉球時代
の貝摺奉行所注 1や国学注 2，また明治期から戦前にかけて
は沖縄師範学校注 3や首里区立工業徒弟学校注 4，さらに戦
後には琉球大学注 5が建った跡に位置する。つまり，工芸
や芸能などの文化芸術，また文教の歴史に連なっている。
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加えて首里地域から視野を広げて沖縄という広い地域を
俯瞰すれば，亜熱帯性の気候や日本と異なる歴史から育
まれた風土や文化が大きな特色と言える。
　以上のような立地，歴史や文化，風土の元で，芸術に
かかる教育 ･研究が行われる本学において，偶発的に産
まれた地域連携とはどのようなものか紹介することで，
各大学における実践の参考になれば幸いである。

2. 実践事例
2.1. バスケットボールワールドカップ開催を契機とした
例
2.1.1. 背景
　2023年は，沖縄のバスケットボール界が大きく沸いた
年となった。1点目はプロバスケットボールチームであ
る琉球ゴールデンキングスの躍進であり，第 98回天皇
杯における準優勝に続き，22-23年度の Bリーグ優勝を
果たした。2点目は，映画『THE FIRST SLAM DUNK』
が国内外で大ヒットしたことに由来する。映画では沖縄
県出身の選手が主人公として描かれ，バスケットボール
と沖縄の関連について注目が集まった。そして 3点目が
FIBA（the International Basketball Federation）バスケット
ボールワールドカップ 2023の沖縄開催であった。開幕
前の予想を大きく覆した日本チームは，アジア代表とし
てパリオリンピックの出場権を得た。
　一方，筆者の専門領域は野外教育であり，バスケット
ボールはあくまで一般教養科目として開設される健康 ･
運動系科目において担当しているに過ぎず，専門的な
経験や知識技能，また深い興味関心を持ち合わせていな
かった。しかしながら知人を通じて 2023年 2月，沖縄
県内でバスケットボール情報誌『OUTNUMBER』を発行
する A氏と出会うこととなり，氏が持ち合わせていたコ
ピー資料の中にあった 1枚の写真に目が止まった。そこ
には首里城の前にバスケットゴール 2基が写っており，
撮影されたのは昭和初期とのことであった。
　筆者は首里城とバスケットボールの組み合わせに非常
に強い関心を抱き，この写真を端緒として，これまでほ
とんど明らかにされていなかった沖縄県におけるバス
ケットボールの歴史について調査を進めた。教育史やス
ポーツ史に関連する資史料などから，次の点を明らかに
することができた注 6。すなわち，沖縄県において最初に
バスケットボールが実施されたのは 1905（明治 38）年
に首里城を校舎としていた女子講習科および沖縄県立女
子高等女学校注 7によるものであったと考えられ，それは
女子バスケットボール注 8であったこと，また現行のバス
ケットボールは 1923（大正 12）年に玉城亀寿によって

導入されたことが推察できた。県内報道関係者と首里地
域住民を対象とし，ワールドカップに向けて開催された
た勉強会で筆者はこれらの研究成果について発表した。
その内容，つまり沖縄バスケの起源が首里城にあるこ
と，また現行バスケットボールの導入から 2023年がちょ
うど 100年の節目であることは，県内紙である『琉球新
報』および『沖縄タイムス』で 1面トップ掲載されたほ
か，県内テレビ各局のニュース番組内で大きく取り上げ
られ，広く県民の関心を引くこととなった。そしてこの
勉強会や報道を通し，関心を寄せた首里地域に立地する
沖縄県立首里高等学校の B教諭，同じく首里に立地する
学習塾経営者の C氏，そして首里織と紅型の制作工房と
展示ギャラリー，そしてショップを兼ねた複合施設であ
る首里染織館 suikaraの運営会社社長 D氏らとも出会う
こととなった。
2.1.2. 実践の実際
　以上のような背景のもと，筆者は先述した諸氏らと協
議し，ワールドカップ開催の機運向上と首里地域の活性
化，そしてそこに高校生や大学生が関わることを主なね
らいとして「沖縄バスケットボール 100年祭@首里城下
町」を発案した。そして 2023年 7月より，賛同した本
学学生有志 7名と首里高校生有志 65名らとミーティン
グを首里高校内で重ね，以下の 2つのプロジェクトを実
施した。
　1） バスケットボール ･ゴール模造復元プロジェクト
　先述した調査で確認できた昭和初期に撮影された数点
の写真には，木製のバスケットゴールや現行よりも大き
なボールが写っていた。そこで大正末期の史料に記載さ
れている寸法や材質，制作方法などを元に，当時のゴー
ルおよびボールを模造復元することとした。
　ゴールの制作は主に首里高校生が担当することとなっ
たが，使用する木材の調達や加工，そして鉄製リングの
調達に課題があった。そこで彼らは首里城再建に携わる
宮大工と交渉し，資材調達や加工だけでなく接合時の指
導などを仰ぎながら木材を組み立てた。さらに鉄製のリ
ング制作については，首里地域の鉄工所の協力を得るこ
とができた。これらの制作には約 3週間を要した。一方，
ボールの制作に際しては本学工芸専攻の学生が当時の製
法を忠実に模しながら，牛革を加工した後に縫い付け完
成させた。ボールの制作にも約 3週間を要した。
　完成したゴールとボールは，首里城公園（一般社団法
人沖縄美ら島財団）の協力の元，ワールドカップ開催期
間に合わせ，2023年 8月 22日から 27日の間は首里城
公園で展示を行った。また 8月 28日から 9月 3日まで
は一般道に面する本学キャンパス内に展示した。国内外
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から来沖したワールドカップ観戦者や，首里城を訪れる
一般観光客らの多くが展示場所に足を止め，首里城とバ
スケットボールの歴史的な関連について興味を示してい
た。また，これらの制作過程や展示の様子はワールドカッ
プ開催直前に新聞やテレビで報道され，多くの人々が知
ることとなった。
　2） 首里城下町ゆんたく散歩
　ワールドカップ開催期間中の沖縄アリーナ観戦者総数
は，延べ 125.852人と推計され，沖縄県外からは 76.322

人，海外からは 10.444人が来沖したとされている注 9。こ
れらのワールドカップ来場者を対象に，首里の街を高校
生が案内するのが首里城下町ゆんたく散歩と称した企画
であった注 10。ワールドカップの競技時間は夕刻に設定さ
れていたため，多くの来場者は午前中に沖縄観光を楽し
んだが，その観光地の 1つが首里城であった。高校生ら
は，首里城のみならず沖縄の歴史や文化，そして沖縄バ
スケットボールの歴史に触れるプログラムを企画し，ガ
イドコースを設定した。また海外からの観戦者に対応す
るため，英語による説明文なども準備した。これらの企
画や諸準備，また当日の運営事務作業等に際しては，高
校生らは先述の C氏の経営する塾を自由に使用すること
ができた。さらに暑い時期の屋外での実施であったため，
D氏が運営する首里染織館 suikaraを冷房の効いた施設で
の休憩と見学のスポットとしてガイドコース内に取り入
れた。
　そしてワールドカップ開催期間中の土日の計 4日間，
高校生が複数チームに分かれ，最寄り駅であるモノレー
ル首里駅などで街歩きを呼びかけた。その結果，国内外
から観戦に訪れた約 50名に対し，ガイドツアーを実施
することができた。日本代表のジョシュ・ホーキンソン
選手の家族もツアーに参加したりする中で，高校生たち
は国内外の多くの観戦者たちと交流しながら地元首里地
域を案内することができた。またこれらの様子も県内各
紙やテレビ各局で報道された。
2.1.3. 小括
　この取組は何よりも FIBAバスケットボールワールド
カップ開催を時機，適時として実施したことに意味が
あったと言える。筆者の調査研究は結果的に多くの関心
を集めることとなった。このような背景の元，筆者が監
修となり，首里地域に立地する大学生と高校生が協働し
たプロジェクトには，首里城公園や首里城復元に携わる
宮大工職人，またや首里地域の鉄工所や学習塾，伝統工
芸複合施設などの賛同 ･協力を得ることができ，ワール
ドカップ観戦者や一般観光客などを巻き込みながら，地
域の多様なステークホルダーが関わるプロジェクトと

なった。

2.2. 令和 6年能登半島地震を契機とした例
2.2.1. 背景
　2018年 6月 28日から 7月 8日にかけて，台風 7号と
梅雨前線の影響による集中豪雨により，西日本を中心に
河川氾濫や土砂災害などが発生し甚大な災害となった。
筆者は本学学生から「自分でもできる支援はないだろう
か」との相談を受け，「普段から自分たちがしているこ
と（芸術）で支援につながるアクションができたら良い
のではないか」と返答した。後に美術工芸学部学生有志
が発案したのは，似顔絵を描いて，その代金を日本赤十
字社に寄付するというものであった。先述した本学当蔵
キャンパスは首里城に続く一般道に隣接しており，多く
の観光客がキャンパス前を通過していく立地にある。ま
た美術工芸学部の学生であれば，10分程度で鉛筆画やペ
ン画によって似顔絵を描くことができる。このようなこ
とを活かし，一般道に面したキャンパス敷地に特設テン
トを設置して観光客らに支援を呼びかけた。学生らは，
自分たちが得意な美術活動を通じて被災地支援につなが
る実感を持ったようであった。
　西日本豪雨災害以降も日本各地では自然災害に見舞わ
れているが，先述したような学生からの相談やアクショ
ンはなかった。時を経て 2024年元旦，能登半島地震が
発生した。この震災に際しては，筆者自らが支援に関し
て学生たちに相談を持ちかけることとなった。結果的に
美術工芸学部 18名（大学院生 2名含む），音楽学部 11

名の学生が賛同の意を示し，学内でミーティングを重ね
た。
2.2.2. 実践の実際
　ミーティングの結果，音楽学部学生はチャリティーコ
ンサートを通して支援（寄付）を呼びかけること，美術
工芸学部学生は自身の作品を販売し，その売上を寄付金
とすること，また寄付先としては自分たちと志を同じく
する若い芸術家を支援するため，石川県吹奏楽連盟（能
登半島地震吹奏楽義援金）と輪島漆器青年会とすること
などを決定した。
　2024年 2月 19-22日の 4日間，一般道に面するキャン
パス内に特設テントと簡易ステージを設置し，演奏と作
品販売を行った。支援を呼びかける掲示には日本語の他，
英語，中国語，韓国語を表記し，海外からの観光客に対
しても主旨が伝わるよう努めた。この取組は県内新聞社
とテレビ局によって取材され，その報道を通じて近隣か
ら徒歩で訪れた首里地域住民の姿も認められた。4日間
で 251.230円が集まり，先述の 2団体へ送金することが
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できた。
　ところで琉球時代から戦前まで，首里城に隣接する首
里池端町と首里真和志町には市場が存在し，食材や雑貨
など生活必需品が商われていたほか，飲食店も立ち並ん
でいた。しかし近年，そのような小売店舗などは減少傾
向にあった。このような状況を鑑み，首里地域の商店主
たちが地域活性化を主旨として，「首里の朝市」という
イベント開催を同時期に計画していた。この朝市実行委
員が先述の支援活動を知り，学生たちは「首里の朝市」
での作品販売と演奏の勧誘を受けた。
　3月 17日に開催された朝市には，首里地域の飲食店な
ど 20店が首里城公園内に出店し，来場者は 2.000名を超
えた。本学学生も 2月と同様に特設テントと簡易ステー
ジを設置し，音楽学部学生による演奏と美術工芸学部学
生の作品販売を通して来場者に能登半島地震復興への支
援を呼びかけた。この朝市では 4時間の開催時間にかか
わらず，105.277円が集まり，先述と同じ団体へ 2回目
の寄付をすることができた。
　また，その後の 7月 7日また 10月 6日に実施された
「首里の朝市」においても，実行委員会からの依頼に応じ，
音楽学部学生が演奏を行った注 11。
2.2.3. 小括
　この取組は能登半島地震への支援活動ということが第
一義にあった。それぞれの地域において若者と芸術とい
う共通の接点を持つ者たちが，能登では再度芸術の復興
を目指しており，沖縄ではそれを支援するための資金を
集めた。遠く離れた地域において同じ志が動かしたプロ
ジェクトであったと言える。直接的 ･物理的な関わり合
いは無くとも，日本の若者が同じ志の元に同時期に連携
していたと広義に捉えても良いと考えている。
　さらに，この取組が首里の地域活性化を考える朝市実
行委員に知られることとなり，その後も継続的に関わっ
ていることは，学生たちと地元商店主たちのつながりを
生み出し，ローカルかつ緩やかな連携のあり方が始まっ
ている。

2.3. 知人の紹介を契機とした例 1

2.3.1. 背景
　漫湖水鳥湿地センターは，ラムサール条約に登録され
た漫湖注 12の野生生物保護と湿地保全のための普及啓発
や調査研究などを行うため，環境省によって 2003年に
設置された拠点施設である。2022年 3月，筆者は知人を
通じて漫湖水鳥湿地センターを訪問する機会があり，セ
ンター事業の課題などについて実情を伺うこととなっ
た。そこではセンター職員の E氏から，除去したマン

グローブ注 13の有効利用などについて助言を求められた。
センターでは年に 2回，環境省や沿岸 ･流域自治体との
共催により，周辺環境の清掃 ･整備活動を実施しており，
多くの市民ボランティアが参加している。その活動の一
環に，マングローブ稚樹の除去作業がある。
　一般的にマングローブ林は多様な生物の生息地である
だけでなく，高波や強風から陸地を保護したり沿岸の土
壌浸食を防ぐ機能があり，環境保全の役割を果たしてい
る。さらに樹木内や土壌中に炭素を固定する作用が大き
く，温室効果ガス削減に貢献するとされている。しかし
ながら漫湖においては近年，マングローブ林の急速な拡
大によって泥質干潟が陸地化しており，底生生物や渡り
鳥の飛来数の減少が確認されてきた。よって環境省によ
るマングローブの試験的伐採や稚樹の除去などがこれま
でに行われ，干潟およびマングローブ林が人為的にコン
トロールされている。
　センターではこれまで除去したマングローブ稚樹を廃
棄処分していたが，有効な活用方法について模索してい
る段階にあった。このようなタイミングで筆者はセン
ターを訪問し，助言を求められたのであった。そこで筆
者は，稚樹で染色が可能か，またそれをワークショップ
形式で実施することが可能かを検討することとした。
2.3.2. 実践の実際
　2022年 7月，先述した市民ボランティア活動として「漫
湖チュラカーギ作戦」が開催され，本学美術工芸学部学
生 8名と筆者が参加し，環境省職員とともにマングロー
ブ稚樹を除去した。そのうちメヒルギ 10本を譲り受け
染色実験に用いた。実験は本学美術工芸学部工芸専攻の
協力を得て施設 ･備品を使用し，造形芸術研究科工芸専
修の大学院生が行った。その結果，染液抽出や媒染の方
法によって 12色の染色が可能であると確認することが
できた。
　マングローブ稚樹を用いた染色が可能であったことか
ら，ワークショップ実施に向けた試験的な試みとして
2023年 8月，本学全学教育センター主催の公開講座「お
きげい教養講座」において「漫湖のマングローブを使っ
た染色ワークショップ」を実施した。実施方法について
は筆者，先述の大学院生及びセンター職員の E氏で事前
協議を行った。本学ホームページおよび県内イベント情
報誌で告知した結果，定員 20名のところ 19名（小学生
12名，保護者 7名）から申し込みがあった。
　ワークショップは筆者，美術工芸学部工芸専攻学生 4

名，E氏らセンター職員が運営に携わった。まず参加者
はマングローブ林内に設置されている木道を歩きながら
センター職員による漫湖干潟とマングローブに関する解
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説を聞いた後，マングローブ林と泥質干潟の周縁地にて
樹高約 40センチ程度の稚樹を 1人 5本ずつ抜いた。次
に泥を洗い，茎部分を小さく切断し，海水で 30分間熱
煎し，染液を抽出した。この間に下処理注 14を施した木
綿製晒生地（34cm× 96㎝）に輪ゴム，ビー玉，割り箸
を用いて絞り模様を入れた。その後は＜染液に浸す→媒
染液に浸す→染液に浸す＞という一般的な草木染めの方
法に準じた。ここで実験的に試みたのが染液の抽出に海
水注 15を用いたことと，媒染に漫湖干潟の泥注 16を用いた
ことであった。これらの実践を通し，マングローブ稚樹
染液と泥媒染により竜胆色（りんどういろ）に染まるこ
と，また保護者同伴であれば小学校低学年でも取り組め
ること，さらに夏休みの自由研究課題としても転用でき
ることなどが分かった。
　試験的なワークショップであったが，十分にプログラ
ム化することが可能であると考えられた。そこで 2024

年 8月，センター主催により「漫湖自然学校 2024 もの
づくりマングローブ染め工房」の講座として同様の方法
により実施し，26名（保護者 9名，小学生 16名，中学
生 1名）の参加があった。そこでは筆者，美術工芸学部
工芸専攻学生 3名，E氏らセンター職員が運営に携わっ
た。
2.3.3. 小括
　この実践は筆者がセンターを訪問したタイミングが，
ちょうどセンター事業の課題検討段階にあったことに
端を発する。これらの取組を通して，学生たちは稚樹抜
きボランティアに参加したり，また染色実験やワーク
ショップの企画運営に携わることで，自らの専門性が自
然環境保全や伝統工芸の継承にもつながっていることを
実感したようであった。またセンターにとっては課題解
決の 1つの方案を見出したこととなった。
　本学では美術工芸学部に工芸専攻があり染織技法を専
門的に学ぶ学生がいること，また筆者が野外教育を専門
としており自然体験活動指導の経験が多くあることなど
がワークショップ実施を可能にさせた。センターの自然
環境および職員の経験や問題意識，そして大学教員と学
生の専門性やノウハウが相乗的に重なり，1つの大学と
地域との連携プログラムを形作ったと捉えることができ
る。さらに，ワークショップ参加者から好評を得ること
ができたことから，同様のワークショップを今後も継続
的に実施することや，周辺小学校での「総合的な学習の
時間」における探究学習教材として展開できるかを検討
することとしている。

2.4. 知人の紹介を契機とした例 2

2.4.1. 背景
　琉球国時代，首里王府は首里と各間切注 17を結ぶため
に宿道と呼ばれる公道を整備した。その 1つに宜野湾間
切と中城間切を結ぶ宿道があり，その一部区間が約 500

年ほど前に築かれた野嵩スディバナビラ石畳道注 18であ
る。高低差約 34メートル，全長約 120メートルの斜面
に築かれた石畳道はその急坂の昇降のために築造された
ものであり，宜野湾市指定史跡に指定されている。しか
しながら現在，戦後の開発あるいは放置による植生繁茂
などによりその保存状態は良くなく，石畳が目視確認で
きるのは一部分のみとなっている。
　このようなことから，宜野湾市教育委員会では 2023

年当時，石畳道の復元整備を検討し，発掘調査などに着
手していた。琉球時代の石畳道の詳細については不明な
ものの，戦後の様子については当時を知る地域の古老か
ら一定程度は聞き取ることができていた。しかしながら
当時の写真も存在せず，また古老たちによって言語化さ
れる記憶をどのように復元事業に活用できるかが課題と
なっていた。そこで芸術大学に勤務する筆者に，事業を
担当していた教育委員会の F氏から知人を通じて連絡が
あった。本学美術工芸学部には絵画専攻があるため，古
老たちの記憶をイメージ図として示すことができないか
という相談であった。そこで筆者は絵画専攻の学生たち
に話を持ちかけたところ，1名の学生が応じることとなっ
た。
2.4.2. 実践の実際
　2023年 2月，まず学生と筆者は先述した F氏の案内の
もと，現地を訪れた。石畳道は部分的に石畳が目視でき
るものの，大部分は土に被われていたり雑草 ･雑木など
が生えている状況であった。そこで，およその地形や石
畳道の位置，幅や長さなどを確認するために何枚かの写
真を撮影し記録した。また，これまでに F氏が古老たち
から既に聞き取っていた 1955年頃の様子や発掘調査結
果などについて情報を得た。
　学生は，撮影した写真と得られた情報を元に，水彩画
の技法を用いて 2枚のイメージ図（仮）を約 2ヶ月かけ
て制作した。続いて 2023年 4月，地域の公民館におい
てイメージ図を示しながら古老 3名から聞き取り調査を
行った。古老たちは描かれたイメージ図から記憶を辿り，
石畳道の始点や終点の位置，道脇にはソテツが生えてい
たこと，周囲の植生，また敷かれた石の大きさなど，図
上で確認しながら具体的な情報を証言した。
　学生は得られた証言を元に，イメージ図を描き起こし，
6月には再度古老たちと確認しあった。イメージ図に描
かれる情報が当時の記憶と相違ないことを双方で確認
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し，イメージ図が完成した。
　この取組は県内紙で報道されたほか，イメージ図は教
育委員会が主催する文化講座や市の YouTube公式アカウ
ントの動画などで活用されている。現在，教育委員会で
はこのイメージ図をはじめ，発掘調査結果などを活用し
ながら，2025年度に復元 ･保存整備事業を計画している。
2.4.3. 小括
　文化財や史跡を復元したり保存したりする場合，一般
的には各種の史資料（文字情報，絵図や写真など）が用
いられることが多い。またそれらがない場合，特に近代
にかかるケースでは往年を知る古老などから聞き取り調
査を行うことがある。しかしながら記憶が定かで無かっ
たり曖昧なことも多いことから，具体的な証言が得られ
ない場合もあろう。
　今回の事例では，＜予備的な聞き取り→仮のイメージ
図の作成→詳細な聞き取り（イメージ図を元に記憶の掘
り起こし）→イメージ図の完成→復元 ･整備事業での活
用＞という過程を通して，史跡の復元整備事業にもイ
メージ図が有効に活用できることが確認できた。歴史的
建造物の復元には模型などが制作される場合もあるが，
今回のような古道の復元整備にイメージ図が活用できる
ことが確認できたことは意味があろう。
　このような取組を可能にしたのは，学生の専門的な技
能，すなわち今回であれば描画力や想像力であるが，こ
れらは芸術の場面のみならず，1つの地域連携の手段と
して有効活用できることが確認できた。

3. まとめ
　一般的に大学における公的な地域連携事業では，大学
と自治体や団体が協定や覚書などを交わし，一定の手続
きを経て実施されることが多い。しかしながらこれまで
紹介してきたように，このような手続きを経ること無く，
適時に応じて臨機にかつ機動的に学生たちと教員が地域
と連携することは可能であると考える。
　大学が実施する公的な事業の中には，教員や学生に参
加ノルマが課されたり持ち回り制によって運営されるこ
とも少なからずあろうかと思われる。あるいは特定の教
員に負担がかかっている場合もあるだろう。このような
事象は，連携事業を維持継続するために一定程度は必要
なことかも知れない。しかしながら今回報告した実践例
は，教員からの呼びかけに応じてくれた学生たちと当該
教員が有志として実行可能な範囲でボランタリーに取り
組んだものである。その結果，連携先にとっては課題解
決の一助となっていたり，また学生にとっては 1つのプ
ロジェクトを企画運営する過程で市民性や汎用的な能力

･態度 ･志向の一端を育む場となっていたと考えること
ができ，双方にとって互恵的な機会となっていたと肯定
的に捉えている。しかしながら，今回紹介した事例では
連携の継続性といった面で課題があるのも事実である。
そもそも偶発性や時機に応じて自主的に実施しているた
め，機が過ぎれば完了する取組であり，当然のことと言
える。
　一方で大学と地域の連携には様々な形や深さがあって
も良いだろうと思われる。大学と地域の公的な連携事業，
また地域での実習やフィールドワークなど授業として実
施されるもの，そして学生や教員によるボランタリーな
取り組み，これらの多様なあり方や方法が大学地域連携
をより豊かにするものと考える。
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付記
　本稿で紹介した事例に関する写真 ･映像などは，以下
を参照されたい。
1）バスケットボールワールドカップ開催を契機とした
例
https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1771147.html

https://www.qab.co.jp/news/20230823184023.html

2）令和 6年能登半島地震を契機とした例
https://www3.nhk.or.jp/lnews/okinawa/20240222/5090026760.

html

https://www.otv.co.jp/okitive/news/post/00010022/index.html

3）知人の紹介を契機とした例 1

https://www.manko-mizudori.net/summerprograms2024/

4）知人の紹介を契機とした例 2

https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1710043.html

https://www.city.ginowan.lg.jp/soshiki/kyoiku/1/6/13363.html

注釈
1 王家の御用や中国への献上品とした漆芸品制作にかか
る職人の指導や図案の考案，またそれらの生産管理事
務を行うための役所。

2  琉球王府の高級官吏を養成するために設置された当時
の最高学府。

3 近代教育の推進のために設置された教員養成機関。
4 木工科と漆科から構成され，琉球漆器の復興を目的に
創設された。

5 戦後の教育再興という住民の要望のもと，米国軍政府
が設立した琉球列島初の大学。
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6 張本文昭 ･麻生伸一（2023）沖縄県におけるバスケッ
トボールの伝来と普及および戦後復活の実相．沖縄県
立芸術大学紀要 32：53-73.

7 後の沖縄師範学校女子部および沖縄県立第一高等女学
校。ひめゆり学徒たちの前身校。

8 バスケット，ボールや日本式バスケットボールとも称
され，主に高等女学校で普及した。

9 沖縄県，FIBA バスケットボールワールドカップ 2023 

沖縄グループステージの経済波及効果の速報値につい
て（報道発表資料），2024年 2月 16日

10 “ゆんたく” とは，沖縄方言で “お話し” や “おしゃべ
り” といった意味。

11 7月と 10月は復興支援活動（寄付金集め）は行ってい
ない。

12 沖縄島南部を流れる国場川の河口干潟。渡り鳥が多く

渡来し，国指定漫湖鳥獣保護区やラムサール条約に登
録されている。

13 マングローブとは，熱帯 ･亜熱帯地域の河口域などの
潮間帯 ･汽水域に生育する植物の総称であり，漫湖で
はメヒルギ，ヤエヤマヒルギ，オヒルギの 3種が分布
している。

14 植物色素はタンパク質に染まる性質を持つことから，
事前に生地を牛乳や豆乳などに浸すこと。

15 西表島の染織家 ･郷土史家の I夫妻は，マングローブ
の染液抽出に海水を用いている。

16 奄美大島や久米島では染色に泥媒染の技法を用いてい
る。

17 沖縄の旧行政区画名であり，現在の市町村に相当する。
18 野嵩とは集落名であり，またスディバナビラとは袖離
れ坂の意。


